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モアックスは東北大学と国立天文台ハワイ観測所が協力して開発したすばる望遠
鏡搭載の観測装置です。宇宙のはるか彼方、宇宙誕生後間もない時代の若い銀河
を観測して、銀河誕生の謎を解明することを主な目的としています。この開発には
東北大学天文学専攻の大学院生が中心的な役割を担いました。そして赤外線観
測装置として世界最高性能を達成しました。そのすぐれた性能が評価され、現在
は世界の研究者によって、銀河を始め、重力レンズ、銀河系の若い星など、様々な
天文学研究に使われています。東北大学の学生にはこのように世界をリードする
開発や研究に参加する機会が与えられます。

山田 恭平 さん
栃木県立宇都宮高等学校出身　平成19年入学

　古典SFの金字塔『冷たい方程式』というものがあります
が、宇宙というのは複雑怪奇で神の作ったように緻密であり
ながら、支配する法則そのものはひとつひとつを見てみると論
理的な体系で成り立っています。
　わたしは地上でもっとも冷たい場所である南極に行きたい
という夢を叶えるため、東北大学大学院地球物理学専攻で
雲の放射強制力の研究をしています。人間にとってあ
まりにも巨大で身近すぎるこの地球を物理学的
手法で解き明かしてみませんか？

　天体や地球の様々な活動を、物理学的視点から理解することが、宇宙地球物理学科のカリキュラムの重要な目標
です。その対象は極めて広く、足元の大地と海洋、それを取り囲む大気圏、磁気圏といった躍動する地球・惑星像や、恒
星、星間物質、銀河、銀河団といった巨大な宇宙の構造と進化等にまで及びます。数学・物理学の基礎や既往の理論・
観測・実験成果の学習に留まらず、2年次の後半～3年次の前半では、自分で装置を製作して天体物理学・地球物理学
的現象についての観測・実験を行い、またコンピュータも駆使してデータ解析を行います。これらの学習と4年次に実
施される宇宙地球物理学研究によって、自分自身が主体的に研究していく能力が養われます。

　天文学、地球物理学とも物理学の基礎の上に築かれます。そこで、学部では物理学の基礎を勉強しながら、次第に専門的な勉強へ移行するようにカリ
キュラムが組まれています。2年次の前半までの授業は、物理系学生はすべて共通で行われますが、2年次の前半の終わりに進路を決定し、2年次の後半か
ら物理学科と宇宙地球物理学科に分かれ専門的な講義が始まります。このとき同時に、天文学コース、地球物理学コースに分かれます。宇宙地球物理学
科の講義は、図に示されるように大部分が選択科目となっており、物理学、天文学、地球物理学分野を幅広く勉強できるようになっています。ただし、流体
力学・同演習、天体物理学実習（天文学コース）、地球物理学実験（地球物理学コース）、宇宙地球物理学研究（両コースとも）が必修科目となっています。
天文学コースでは4年次の前半から希望するセミナーに参加します。地球物理学コースでは希望を基に4年次の前半から研究室に配属され、セミナーに参
加し、課題研究に取り組んでいきます。いずれのコースでも第一線の研究者に接し、最先端の研究がどのようにして進められているのかを直に知る中で自
分の方向性を決めていくことができる制度になっています。

先 輩 か ら の メ ッ セ ー ジ m e s s a g e
近赤外線多天体分光撮像装置
（MOIRCS：モアックス）と
すばる望遠鏡

基幹科目（人間論、社会論、自然論）

必修科目 天文学コース必修 地球物理学コース必修選択必修科目 選択科目

展開科目（人文科学、社会科学、総合科学、自然科学）
共通科目（少人数教育科目、外国語、情報科学、保健体育）

力学演習
電磁気学・演習

解析力学 波動論 物理と対称性
相対論

情報理学入門
電気力学 計算物理学 相対論

量子力学・演習 量子力学・演習
流体力学・演習 情報理学

量子力学・演習

物理実験学

天体測定学・演習 天体測定学

固体地球物理学 海洋物理学 海洋力学
弾性体力学・演習 惑星大気物理学 大気物理学

気象学 地震学 震源物理学・演習
宇宙空間物理学 地殻物理学

地球物理計測解析学
気候物理学

統計物理学
原子分子物理学

相対論的量子力学生物物理学
原子核物理学

物性物理学
素粒子物理学

科学史

電磁圏物理学・演習 プラズマ物理学

物性物理学特論

科学英語

大気力学

宇宙論
天文学セミナー

天体観測

天体物理学実習

地球物理学実験 宇宙地球物理学研究

宇宙地球物理学研究
天文学特選
恒星物理学

銀河宇宙物理学

星間物理学 高エネルギー天文学天体物理学

統計物理学・演習 統計物理学・演習

物理光学

物理学的視点から見た天体と地球

岡村 雅普 さん
鳥取県立鳥取東高等学校　平成１６年入学

　高校生の頃から好きだった物理を楽しみたくて、最もス
ケールが大きくダイナミックで、そして最も神秘的な天文
学を選びました。
　東北大学では、第二の地球探し、重力レンズによる暗黒
物質の解明、南極望遠鏡開発など幅広い世界レベルの
研究と、学生の自主性を尊重するのびのびした教
育が行われています。
　私は今、「宇宙の誕生、進化、そして未来は？」
という神秘的な問いにハワイにある「すばる望
遠鏡」を駆使して科学的に答える、エキサイ
ティングな研究を楽しんでいます。

W h a t' s
H O T !!

天文学という学問
　天文学は宇宙の森羅万象を研究する学問であり、人類最
古の学問でありながら、現在も目覚しく発展しつつある分野
です。現在の天文学は物理学など他の学問分野とも連携し
つつ、宇宙の起源と進化の解明を目指しています。

地球物理学という学問
　地球物理学は、地球内部の構造や地震、火山から海洋や大
気、さらに超高層の電離圏や磁気圏までの広い範囲の領域
の自然現象を、物理学に基づいて理解しようとする学問です。
太陽系空間や惑星も地球物理学の対象であり、太陽系天体の自然現象を理解することで地球について
の理解をさらに深めることができます。

天文学コース
　全国でも数少ない天文学(宇宙物理学)の総合的な教育・研究が行われている学科の一つで、恒星、星
間物質、銀河、宇宙論などの研究及び独創的な観測装置の開発が行われています。 理論的研究では、恒
星の進化と安定性、恒星風や周囲のガス円盤など、さらに星間ガスや星間塵の物理、銀河系・銀河の構造
や形成と進化、ダークマターや銀河団の研究が行われています。宇宙論分野では、宇宙の構造と進化の
モデルや観測的宇宙論に関わる理論的研究が行われています。観測的研究では、星間物質の観測、銀河
の構造や活動性に関する観測、銀河団や重力レンズ効果の検出、原始銀河の探査などが行われています。
これらの観測は、国立天文台などの共同利用施設をはじめ、自ら開発した観測装置や海外の天文台の装
置を使い、可視、赤外、電波、X線など全波長域にわたっています。

地球物理学コース
　地球物理学コースは1945年に3講座で発足した地球物理学科から発展し、現在では固体地球物理
学講座（地震学分野）、流体地球物理学講座（気象学分野、大気力学分野）、太陽惑星空間物理学講座（宇
宙地球電磁気学分野、惑星大気物理学分野）、地球環境物理学講座（海洋物理学分野）の4講座6分野に
加え、関連附属施設として地震・噴火予知研究観測センター、大気海洋変動観測研究センター、惑星プラ
ズマ・大気研究センター（P19参照）を擁する日本でも最大規模の地球物理学研究の拠点となっていま
す。本コースの特徴は自分たちで行う観測・実験に基づいて、データ解析、計算機シミュレーションなどを
バランスよく組み合わせ、自然の真理に迫ろうとしていることです。

卒業後の進路
　天文学コース、地球物理学コースともに学部卒業生の大部分はそれぞれ大学院天文学専攻と地球物
理学専攻へ進学しますが、就職を希望する学生には技術系企業を中心に求人が多く、専門知識をもちな
がら、柔軟性に富んだ人材として期待されています。大学院進学者の約半数は博士課程に進学し、博士
の学位を得ています。多くの大学院出身者が、天文学コースでは大学や国立天文台、あるいは内外の研
究機関で研究者として活躍しており、地球物理学コースでは大学や共同利用研究所、また各省庁の国立
研究機関において第一線で活躍しています。また、大学院出身者に対しても企業からの求人は多く、各方
面で活躍しています。

天文学という学問
　天文学は宇宙の森羅万象を研究する学問であり、人類最
古の学問でありながら、現在も目覚しく発展しつつある分野
です。現在の天文学は物理学など他の学問分野とも連携し
つつ、宇宙の起源と進化の解明を目指しています。

地球物理学という学問
　地球物理学は、地球内部の構造や地震、火山から海洋や大
気、さらに超高層の電離圏や磁気圏までの広い範囲の領域
の自然現象を、物理学に基づいて理解しようとする学問です。
太陽系空間や惑星も地球物理学の対象であり、太陽系天体の自然現象を理解することで地球について
の理解をさらに深めることができます。

天文学コース
　全国でも数少ない天文学(宇宙物理学)の総合的な教育・研究が行われている学科の一つで、恒星、星
間物質、銀河、宇宙論などの研究及び独創的な観測装置の開発が行われています。 理論的研究では、恒
星の進化と安定性、恒星風や周囲のガス円盤など、さらに星間ガスや星間塵の物理、銀河系・銀河の構造
や形成と進化、ダークマターや銀河団の研究が行われています。宇宙論分野では、宇宙の構造と進化の
モデルや観測的宇宙論に関わる理論的研究が行われています。観測的研究では、星間物質の観測、銀河
の構造や活動性に関する観測、銀河団や重力レンズ効果の検出、原始銀河の探査などが行われています。
これらの観測は、国立天文台などの共同利用施設をはじめ、自ら開発した観測装置や海外の天文台の装
置を使い、可視、赤外、電波、X線など全波長域にわたっています。

地球物理学コース
　地球物理学コースは1945年に3講座で発足した地球物理学科から発展し、現在では固体地球物理
学講座（地震学分野）、流体地球物理学講座（気象学分野、大気力学分野）、太陽惑星空間物理学講座（宇
宙地球電磁気学分野、惑星大気物理学分野）、地球環境物理学講座（海洋物理学分野）の4講座6分野に
加え、関連附属施設として地震・噴火予知研究観測センター、大気海洋変動観測研究センター、惑星プラ
ズマ・大気研究センター（P19参照）を擁する日本でも最大規模の地球物理学研究の拠点となっていま
す。本コースの特徴は自分たちで行う観測・実験に基づいて、データ解析、計算機シミュレーションなどを
バランスよく組み合わせ、自然の真理に迫ろうとしていることです。

卒業後の進路
　天文学コース、地球物理学コースともに学部卒業生の大部分はそれぞれ大学院天文学専攻と地球物
理学専攻へ進学しますが、就職を希望する学生には技術系企業を中心に求人が多く、専門知識をもちな
がら、柔軟性に富んだ人材として期待されています。大学院進学者の約半数は博士課程に進学し、博士
の学位を得ています。多くの大学院出身者が、天文学コースでは大学や国立天文台、あるいは内外の研
究機関で研究者として活躍しており、地球物理学コースでは大学や共同利用研究所、また各省庁の国立
研究機関において第一線で活躍しています。また、大学院出身者に対しても企業からの求人は多く、各方
面で活躍しています。
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水越　祐里 さん
静岡県静岡北高等学校出身　平成19年入学

 高校で化学を習った時に、おもしろいと感じながらも
様々な疑問が湧きました。「そこらへんは大学で勉強
できるよ」といわれたのをきっかけに化学の道を進む
ことにしました。
　化学科では２、３年次に有機・無機・物理化学といった
様々な分野の実験をします。私はよく失敗をしていま

したが、なぜ失敗したのか考察する面白さがあり
ました。今は分子軌道計算やコンピュータ・シミュ
レーションといった理論化学を扱っています。
日々考えることが研究に繋がっています。　

佐藤　良紀 さん
埼玉県立川越高等学校出身　平成20年入学
　
　私は有機化学に興味を持ち化学科を志望しました。
東北大学の化学科では、世界の第一線で活躍してい
る先生方の下で最先端の研究を行うことができ、化
学を学ぶにはとてもよい環境がそろっていると思い
ます。

私は今、遷移金属触媒を用いた新しい有機合成
反応の開発を行っています。反応開発では、時
に予想に反する反応が起こることもあります
が、そこから新たな反応を発見することがで
きるのはこの研究の魅力だと思います。

　生体内の酵素やDNA、医療に役立つ薬、携帯電話に使われている液晶材
料など、私たちは無数の化合物の恩恵を受けて生きています。
　化学は、これらの極めて多種多様な化合物の働きを分子レベルで解明する
上で最も基礎となる学問であるだけでなく、新しい機能や特性を持つ化合物
の設計と合成、すなわち分子サイズでの「ものづくり」を担う唯一の学問であ
ります。
　本学科では、多くの学生が世界で初めての化合物の合成を体験します。そ
の豊かな研究体験に重きを置いた教育により、化合物創製のための基礎知識
と実験技術を身につけることができます。

　4年間の大学教育のうち、最初の1年半は、理学部の他の学科と一緒に一般教養を身につけるための全学教育科目の授業を受けます。この期間の化学
に関する授業としては、化学の基礎を身につけるための専門基礎化学や生物化学概論があります。2年後半から完全に学科ごとに分かれ、専門に化学の
勉強を始めます。内容は、大きくは物理化学、有機化学（生物化学も含む）および無機化学に分類でき、これらに対応する専門的な実験も行います。3年生
の後半からは10以上ある研究グループのいずれかに配属になり、そこで個人個人の課題研究（卒業研究）を1年半かけて行います。基本的な化学の知識
や実験技術の習得とともに、最先端の研究に接する機会を通じて、化学の原理や概念を深く考えることに重点を置いた指導が行われています。卒業後大
学院に進学するための基礎知識や、就職先の様々な企業で活用出来る化学的知識や研究法の修得を目指しています。

先 輩 か ら の メ ッ セ ー ジ m e s s a g e

基幹科目（人間論、社会論、自然論）

必修科目 選択必修科目 選択科目

展開科目（人文科学、社会科学、総合科学、自然科学）

共通科目（少人数教育科目、外国語、情報科学、保健体育）

基礎化学序論

生物化学概論

専門基礎化学

生物化学

有機化学演習

物理化学概論

有機化学概論

物理化学

有機化学

無機化学

放射化学

分析化学

物理化学演習

無機分析化学概論

無機分析化学演習

生物化学

課題研究（卒業研究）化学一般実験

情報理学入門 科学英語 科学史

情報理学

有機機器分析

無機分析化学

化学という学問
　化学は、物質やその変化を原子・分子レベル
で理解することを目的としており、自然科学の
みならず工学、医学、農学などの幅広い分野の
基礎をなす大変重要な学問です。
　化学の実験室で行われているのは、物質の
創製、分離分析手法の確立、物質の構造・物性・
機能・反応性の解明および新反応の発見と機
構の解明を通じた真理の探究です。その中で
発見あるいは合成された物質は、これまでに
約三千万種にも及びます。化学の成果は、化
学工業や製薬をはじめとして様々な分野に応
用され、快適な社会をつくるために貢献してきました。未来に向けて、環境と人間社会が調和した持続可
能な物質世界を築いていくために、化学の役割は益々大きくなっています。

化学科
　化学科は1911年の設置以来、常に新しい研究領域を開拓しながら、国際的に著名な学者を多数輩
出してきました。国際機関による評価は、研究論文の重要さの指標で現在世界20位です。また、1913
年に東北大学は女子学生の大学入学を日本で初めて許可しましたが、入学した3名のうち2名が化学科
を卒業し、1名は後に理学博士を取得した歴史があります。
　現在、化学科・化学専攻は、5つの基幹講座（無機・分析化学講座、有機化学講座、物理化学講座、境界
領域化学講座、先端理化学講座）に組織される17の研究室からなっています。その研究内容は、生物化
学、天然物化学、有機合成化学、有機金属化学、金属錯体化学、超分子化学、ナノ・バイオ分析化学、レー
ザー分光学、計算化学などを含み、化学の主要分野を網羅しています。基幹講座の教員数は現在52名
です。これらの研究室が、学外及び学内の研究施設に属する16の研究室の協力と、学部付属の巨大分
子解析研究センター（→P19参照）および硝子機器開発・研修室の支援を受け、化学研究の世界的な一
大拠点を形成しています。平成14～18年度に実施された、工学研究科との共同事業としての21世紀
COEプログラム「大分子複雑系未踏化学」は、多数の優れた研究成果を上げ、最上級の評価を受けるこ
とができました。その成功を受け、平成19年度には東北大学理学研究科を主体としたグローバルＣＯＥ
プログラム「分子系高次構造体化学国際教育研究拠点」が採択されました。これによって、東北大学内の
全ての化学系研究科を交えた学際領域、融合領域の研究が活発化しつつあります。

卒業後の進路
　化学科の卒業生の約9割が大学院に進学し、約1割は企業、公務員等への道を選んでいます。さらに
大学院で修士の学位を取得した学生の6～7割が企業等に就職し、約3割は博士後期課程に進学し、博
士の学位を得ています。現在までに4,000名以上の卒業生が一流企業や大学・高校などの教育機関、国
公立研究機関、官公庁等に就職し、研究、教育、産業の幅広い分野で活躍しています。

化学という学問
　化学は、物質やその変化を原子・分子レベル
で理解することを目的としており、自然科学の
みならず工学、医学、農学などの幅広い分野の
基礎をなす大変重要な学問です。
　化学の実験室で行われているのは、物質の
創製、分離分析手法の確立、物質の構造・物性・
機能・反応性の解明および新反応の発見と機
構の解明を通じた真理の探究です。その中で
発見あるいは合成された物質は、これまでに
約三千万種にも及びます。化学の成果は、化
学工業や製薬をはじめとして様々な分野に応
用され、快適な社会をつくるために貢献してきました。未来に向けて、環境と調和した快適な物質世界を
築いていくために、化学の役割は益々大きくなっています。

化学科・化学専攻
　化学科は1911年の設置以来、常に新しい研究領域を開拓しながら、国際的に著名な学者を多数輩
出し、今年で100年目を迎えます。国際機関による評価は、研究論文の重要さの指標で現在世界20位
です。また、1913年に東北大学は女子学生の大学入学を日本で初めて許可しましたが、入学した3名の
うち2名が化学科を卒業し、1名は後に理学博士を取得した歴史があります。
　現在、化学科・化学専攻は5つの基幹講座（無機・分析化学講座、有機化学講座、物理化学講座、境界領
域化学講座、先端理化学講座）に組織される17の研究室からなっています。その研究内容は、生物化学、
天然物化学、有機合成化学、有機金属化学、金属錯体化学、超分子化学、ナノ・バイオ分析化学、レーザー
分光学、計算化学などを含み、化学の主要分野を網羅しています。基幹講座の教員数は現在52名です。
これらの研究室が、学外及び学内の研究施設に属する16の研究室の協力と、学部付属の巨大分子解析
研究センター（→P18参照）および硝子機器開発・研修室の支援を受け、化学研究の世界的な一大拠点
を形成しています。平成14～18年度に実施された、工学研究科との共同事業としての21世紀COEプ
ログラム「大分子複雑系未踏化学」は、多数の優れた研究成果を上げ、最上級の評価を受けることができ
ました。その成功を受け、平成１９年度には東北大学理学研究科を主体としたグローバルＣＯＥプログラ
ム「分子系高次構造体化学国際教育研究拠点」が採択されました。これによって、東北大学内の全ての化
学系研究科を交えた学際領域、融合領域の研究が活発化しつつあります。
　さらに文部科学省国際化拠点整備事業（グローバル３０）によって、学部留学生のための化学科「先端
物質科学コース」が、今年の秋からスタートします。このようにますます国際化を進め、世界的に活躍する
人材を輩出する世界トップの化学研究拠点としてさらなる飛躍を目指します。

卒業後の進路
　化学科の卒業生の約9割が大学院に進学し、約1割は企業、公務員等への道を選んでいます。さらに
大学院で修士の学位を取得した学生の7割が就職、約3割は博士後期課程に進学、博士の学位を得てい
ます。現在までに4,000名以上の卒業生が一流企業や大学・高校などの教育機関、国公立研究機関、官
公庁等に就職し、研究、教育、産業の幅広い分野で活躍しています。

分子レベルでの自然現象の解明と“ものづくり”

W h a t' s
H O T !!

　シガトキシンは、サンゴ礁海域で採れた魚を食べて起こるシ
ガテラ食中毒の原因毒です。毎年6万人以上の中毒患者が発
生していますが、未だその治療法はありません。東北大学は世
界に先駆けてシガトキシンの化学合成に成功し、シガテラ中毒
の予防・治療法を開発中です。化学は分子を自在に操れる唯一
の学問であり、我々は様々な難問に挑戦し続けています。

シガテラ中毒に挑戦
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　地球温暖化は人間の行動が地球に撥ね返るという構
造を持っています。たとえば暑熱に耐えかねてエアコン
を使用することが、CO2の排出量を増やし地球を暖める
のです。仙台の夏は東京以西の夏に比べ、ずっと過ごし
やすいですが、真夏日や熱帯夜は確実に増加していま
す。ヒートアイランド現象が暑熱をさらに耐え難い状態
にしています。仙台で発達する海風はその暑熱を冷ま
す効果があるのか、私たちは都心や郊外で立体的な観
測に挑戦しています。

村上 優佳 さん
青森県立青森高等学校出身　平成18年入学

　私が生まれる遥か昔からある地球とはそもそも
いったい何だろう？ということを小さい頃からよく
考えていました。その疑問と興味から、地球につい
て学びたい!!と強く思い、本学科に入学しました。
そして、現在私は有孔虫というプランクトンの化石
とその同位体比から、過去の海洋環境変動の復
元を試みています。こんな小さな化石が見た
こともない太古の海のことを教えてくれる
なんて、とても素敵だなと思います。

多田 忠義 さん
岩手県立盛岡第一高等学校出身 　平成14年入学

　人間と環境との関わりから地球環境問題を解明し
ようとしている地理学に憧れて本学科に入学しまし
た。私は現在人間と森林の関係に焦点を当て、国内外
のフィールドワークやGIS・統計資料分析を通じてより
よい森林資源管理のあり方を検討しています。本学科で
は、私が専攻する人文地理学の他、地形学、気候学のそ
れぞれと活発な議論を展開し、文理融合を目指し研究し

ています。国内外を問わずフィールドで研究したい！
文理の枠を越えて地球環境問題に挑んでみたい！
という人、私たちと一緒に研究しませんか？

　岩石には、固体地球のエネルギー源であるウランやトリウムのような放射性元素や原子の質量数が
異なる同位体が微量ながら含まれています。放射性の炭素14Cを使えば、地層の年齢を計ることがで
き、このことを利用して、活断層で発生した過去の大地震の時期も特定できます。ウランが放射壊変し
てできるラドンの濃度は、地震の予知に役立ちます。石灰質の化石などに含まれる安定同位体の18O
や13Cからは、過去の海水温や生物生産量などが分かります。
　地圏環境科学科で放射性元素や安定同位体の科学を学べば、炭素・窒素の地球大循環、生物大量
絶滅、地震予知といった地球環境問題や災害科学の謎にチャレンジできるようになります。 

　4年間の学部教育のうち、最初の1年半は全学共通で開設されている基幹科目・展開科目・共通科目を履修し、地圏環境科学の基礎となる広範な自然
科学と人文社会科学の素養を身に付けることになります。その後、次第に地球科学系の専門科目が増加する仕組みです。地球科学系には地圏環境科学科
と地球惑星物質科学科があり、さらに地圏環境科学科には地圏進化学コースと環境地理学コースが設定されています。2年次の夏にこれらへ配属が決ま
り、それ以降はそれぞれの学科・コースの専門科目を本格的に学ぶことになります。
　地圏環境科学においては自然観察能力を身に付けることが大切であるため、講義と有機的に結合した多くの室内・野外実習を開設しています。学部教育
の総仕上げである卒業研究は必修であり、集団指導体制で専任教員が指導にあたります。

先 輩 か ら の メ ッ セ ー ジ m e s s a g e

地域を冷ますことが地球を冷ますことになる
仙台のヒートアイランド研究の重要性

基幹科目（人間論、社会論、自然論）

必修科目 選択必修科目 選択科目

展開科目（人文科学、社会科学、総合科学、自然科学）
共通科目（少人数教育科目、外国語、情報科学、保健体育）

自然科学総合実験

科学英語と演習 科学史
情報理学情報理学入門

地球の科学 地表環境論
プレートテクトニクス
地球の物質とダイナミクス
地学実験

地圏情報解析学
地理情報解析学

セミナー

地圏環境科学科（地圏進化学コース）

学
科
配
属・コ
ー
ス
配
属

地球惑星物質科学科

課題研究（卒業研究）

生命環境誌・進化古生物学に関する授業とその実習
固体地球の進化史・地殻ダイナミクスに関する授業とその実習

セミナー

地圏環境科学科（環境地理学コース）

課題研究（卒業研究）

地球化学関連

放射性元素と安定同位体で地球の謎を解く

地圏環境科学という学問
　水圏、気圏、生物圏は太陽からの放射
エネルギーによって駆動しています。固
体地球（岩圏）でさえ放射性元素の崩壊
熱によって生きています。4つの『圏』の
交差する空間が『地圏』であり、各圏は物
質とエネルギー循環を通じて相互作用し
ています。そこでは絶えずバラエティー
豊かな現象が生起し、進化してきました。
『地圏』の最も新しい産物がわれわれ人
類です。地圏環境科学科は、『現在』の理
解からだけでは知ることができない地球
環境の現在と未来を、進化のスナップショットとして理解しようとしています。さらに、人類の活動をも
含め、地圏全体をひとつのシステムとして理解しようとしています。

地圏環境科学科
　地球科学系の前身は1911年に遡り、この分野では我が国で2番目に長い歴史を持っています。そ
の後、地質学古生物学・岩石鉱物鉱床学・地理学の3学科に拡充されました。近年の地球科学の著しい
進歩と地球環境問題に対応するため、1992年に地質学古生物学科と地理学科を統合し、新たに発足
したのが地圏環境科学科であり、岩石鉱物鉱床学科は地球物質科学科（2008年より地球惑星物質科
学科）となりました。地圏環境科学科の専任教員数は16名、1学年の学部学生数は約30名であり、我
が国最大級の規模を誇っています。
　研究内容は、プレートテクトニクス、断層と地震、岩石の力学的・電磁気的物性、地圏における物質循
環と大気・海洋・陸域の環境変動、隕石の衝突と生物の大量絶滅、多様な地形の形成機構、生命の発生
と生物系統進化、ウォーターフロント生態学、人間活動による地域形成、気候変動と地球環境問題など、
多岐にわたっています。とくに地球環境の分野では、最近我が国が建造した全長210mの最新鋭深海
掘削船『ちきゅう』によって行う統合国際深海掘削計画を中軸とし、1億5千万年前以降の海洋環境変
動、サンゴなどを対象とした高解像度浅海域環境変動、バイカル湖やウプスグル湖の湖底掘削による
内陸域での環境変動など、海・陸を統合的に研究しています。

卒業後の進路
　地圏環境科学科の卒業生の約8割が大学院に進学します。大学院で修士の学位を得た学生の約半
数は博士後期課程に進学し、引き続き研究を行って博士の学位を取得しています。学部や修士課程を
卒業・修了した学生はその専門性を生かし、石油開発、地質・環境コンサルタント、官公庁、小中高教員、
学芸員などとして活躍し、博士後期課程を修了した学生の一部は、大学や国公立研究機関の研究者と
なります。

Department of Geoenvironmental Science

W h a t' s
H O T !!

地圏環境科学・同位体地球科学に関する授業とその実習

地殻岩石学
野外実習

人文・経済地理学に関する授業とその実習
地図・地形学に関する授業とその実習
気候学に関する授業とその実習
野外実習

井龍○C IODP

海風日日中の仙台の気温分布と県庁周辺での
立体観測
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　私たちの最近の研究によると、プレートの沈み込みによって運ばれた水は、
一部が分離して上昇し地震活動や火山活動を引き起こします。しかし、このような
水分は一部であり、大部分は高温高圧で安定な含水鉱物に含まれたり、さらに深
部のマントル遷移層や下部マントルに水を供給していることが明らかになってき
ました。興味あることに、地球の深さ410ｋｍから660ｋｍに広がるマントル遷移
層の高圧鉱物中には2～3％ものH2Oが存在し、地球内部のもっとも大きな貯水
池であることが明らかになりました。もし、マントル遷移層が１％の水を含んでいる
ならば、その水の量は現在の海水の数倍の量に匹敵するほどです。

石田 章純 さん
宮城県仙台第二高等学校出身　平成15年度入学

　私が所属する研究室では、生命の起源や進化をテー
マに日夜研究を行っています。岩石に保存されている鉱
物や有機物は、太古の地球の海洋環境や生物活動を現代
に伝えるタイムカプセルです。私たちは、自ら地質調査を
行い、採取した岩石を実験室で分析することで地球46
億年の歴史における生命の起源や進化、地球環境
の変化を読み解いています。調査や学会で海外
に出向くことも多く、国際的な視点から世界最
先端の研究を行っています。

林　宏美 さん
北海道釧路湖陵高等学校出身　平成16年度入学

　地球惑星物質科学科ではその名の通り”地球”につ
いて勉強することになります。研究室によって、地球の
どこを、どのようにアプローチするかは異なりますが、
研究室配属前の2、3年次には各分野に触れることにな

り、実習が沢山ありました。重たいハンマーを腰にぶら下
げ山の中を歩き露頭をスケッチする野外フィールドや、
実験そのものよりデータ処理に苦しめられる室内作業
など大変なことも多いですが、やりきった後はみんな
で笑い話にでき、良い経験になりますよ。

　地球を構成するオリビンや輝石などの鉱物は、宇宙からもたら
される隕石中にも普遍的に結晶として含まれています。ところが
宇宙空間を模擬した空間で同じものを作ろうとすると、結晶にな
らずガラスとなって固まってしまうのは大変不思議なことです。こ
のように自然と人間が創り出したりするものには、まだまだ大きな
ギャップがあるわけです。このギャップを埋めることが自然の謎に
近づく第一歩です。大学の4年間のカリキュラムは、そのための総
合的な基礎学力をつける学習と、その集大成として4年次に行う
卒業研究の組み合わせです。新しい考えにチャレンジするために
も卒業研究を重視するのがこの学科の特徴です。

　4年間の学部教育の最初の1年半は地学系として川内キャンパスでの教育が行われます。その間、地学の概論や入門基礎だけでなく、広く、物理・化学・
生物などの全学教育を学びます。2年生の後期より青葉山キャンパスでの専門科目が加わり、本格的な地学系の教育となります。その際、3つのコースから
地球惑星物質科学科などのコースを将来の進路として選択できます。地学系では、どの学科でも卒業研究が重視されるのが特徴です。これにより、積極
的に研究を進める姿勢を養います。

先 輩 か ら の メ ッ セ ー ジ m e s s a g e

基幹科目（人間論、社会論、自然論）

展開科目（人文科学、社会科学、総合科学、自然科学）

共通科目（少人数教育科目、外国語、情報科学、保健体育）

必修科目 選択必修科目 選択科目 選択と必修科目

自然科学総合実験

地球の科学 地表環境論

プレートテクトニクス

地球の物質とダイナミクス

地学実験

鉱物学と結晶の成因に関する授業と実習

岩石・火山物理学・マグマの発生に関する授業と実習

地球の物質・生命の発生と起源に関する授業と実習

地球・惑星の起源・進化・内部構造に関する授業と実習

セミナー

課題研究（卒業研究）

科学英語と演習 科学史

情報理学情報理学入門

自然の謎に近づくために

W h a t' s
H O T !! 地球深部への水の移動と濃集

地球物質科学という学問
　21世紀の地球・惑星科学では、46億年前にガス星雲である原始太陽系から地球などの惑星が急速に
形成され、40億年前には地球表面が徐々に冷えてプレートテクトニクスが始まり、30億年前から有機物
から最初の生命への進化が生じたことなどを明らかにしてきました。しかし、原始太陽系からの惑星の誕
生、地球の形成や初期進化、生命の誕生と地球・生命の相互作用、地球中心核の構造と物性などは未知な
部分が多く、物理学・化学・生物学などとの融合科学として発展しています。そのために、ナノサイズから
マクロサイズの連続的な階層での研究が進んでいます。

地球惑星物質科学科
　1911年の東北帝国大学理科大学開設とともに、数学科、
物理学科、化学科とともに日本で二番目の地質学科が設置
されました。その後、地質学科は岩石鉱物鉱床学科と地質
学古生物学科とに発展しながら分離し、前者は地球惑星物
質科学科として現在に至っています。
　地球惑星物質科学科では、地球・宇宙環境で形成された
多様な物質の分布、構造、組織、物性、成因を総合的に研究
することによって、物質や地球・惑星の起源、そこに生まれた
生命との相互作用など、地球と惑星の進化の本質に迫ろうとしています。2003－2007年度には21
世紀COEプログラム「先端地球科学技術による地球の未来像創出」の拠点として、海外機関との交流
を深めて国際色豊かな研究・教育を行いました。
　第一の研究分野は鉱物や岩石、あるいは隕石などの研究から、その生成過程を明らかにする分野
（鉱物学、岩石学・固体地球化学、資源環境地球化学）です。この分野では広大な原始太陽系空間での
微粒子の形成から、初期地球における無機物・有機物から生命への進化も研究対象にしています。
　第二は地殻やマントルの進化、火山の構造や噴火現象のメカニズム、マグマの発生や性質などを研
究する分野（火山科学、島弧マグマ学）です。この分野では人類史と火山噴火の関連にも焦点を当て、
人文科学との接点も模索しています。
　第三は高圧下で物質合成や物性測定を行う研究、また計算機シミュレーションにより地球深部の物
質の性質を解明する分野（地球惑星物性学）です。
　このように本学科は、地球中心部から他惑星空間までの領域をカバーし、地球や惑星を総合的に理
解しようとする階層的な分野構成となっています。またこの学科では、宇宙空間を模擬した微小重力で
の実験をしたり、宇宙ステーションを利用した研究も始まっています。

卒業後の進路
　卒業後の進路は、大学教員や各種研究機関の研究員を含め、機能性材料や半導体産業、各種シンク
タンク、宇宙航空産業など多岐にわたっています。学部卒業生の多くは大学院に進学し、博士号取得者
が多いのも特徴です。

地球物質科学という学問
　21世紀の地球・惑星科学では、46億年前にガス星雲である原始太陽系から地球などの惑星が急速に
形成され、40億年前には地球表面が徐々に冷えてプレートテクトニクスが始まり、30億年前から有機物
から最初の生命への進化が生じたことなどを明らかにしてきました。しかし、原始太陽系からの惑星の誕
生、地球の形成や初期進化、生命の誕生と地球・生命の相互作用、地球中心核の構造と物性などは未知な
部分が多く、物理学・化学・生物学などとの融合科学として発展しています。そのために、ナノサイズから
マクロサイズの連続的な階層での研究が進んでいます。

地球惑星物質科学科
　1911年の東北帝国大学理科大学開設とともに、数学科、
物理学科、化学科とともに日本で二番目の地質学科が設置
されました。その後、地質学科は岩石鉱物鉱床学科と地質
学古生物学科とに発展しながら分離し、前者は地球惑星物
質科学科として現在に至っています。
　地球惑星物質科学科では、地球・宇宙環境で形成された
多様な物質の分布、構造、組織、物性、成因を総合的に研究
することによって、物質や地球・惑星の起源、そこに生まれた
生命との相互作用など、地球と惑星の進化の本質に迫ろうとしています。2003－2007年度には21
世紀COEプログラム「先端地球科学技術による地球の未来像創出」の拠点として、海外機関との交流
を深めて国際色豊かな研究・教育を行いました。
　第一の研究分野は鉱物や岩石、あるいは隕石などの研究から、その生成過程を明らかにする分野
（鉱物学、岩石学・固体地球化学、資源環境地球化学）です。この分野では広大な原始太陽系空間での
微粒子の形成から、初期地球における無機物・有機物から生命への進化も研究対象にしています。
　第二は地殻やマントルの進化、火山の構造や噴火現象のメカニズム、マグマの発生や性質などを研
究する分野（火山科学、島弧マグマ学）です。この分野では人類史と火山噴火の関連にも焦点を当て、
人文科学との接点も模索しています。
　第三は高圧下で物質合成や物性測定を行う研究、また計算機シミュレーションにより地球深部の物
質の性質を解明する分野（地球惑星物性学）です。
　このように本学科は、地球中心部から他惑星空間までの領域をカバーし、地球や惑星を総合的に理
解しようとする階層的な分野構成となっています。またこの学科では、宇宙空間を模擬した微小重力で
の実験をしたり、宇宙ステーションを利用した研究も始まっています。

卒業後の進路
　学部卒業生の多くが大学院に進学します。学部卒業、あるいは修士・博士号取得後の進路としては、
大学や官庁の他、ガラス・セラミックス等の材料・素材関連、金属・石油等の資源関連や環境関連、電子・
電機機器メーカー関連、そしてＩＴ・金融関連の企業や、民間研究機関、宇宙や海洋関連機関、独立行政
法人、地方公共団体や教員等、様々です。

地圏環境科学科（地圏進化学コース）

地圏環境科学科（環境地理学コース）
学
科
配
属・コ
ー
ス
配
属

地球惑星物質科学科
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谷津 彩香 さん
茨城県立水戸第一高等学校　平成20年度入学

　生物学科では、自然が身近に感じられる青葉山キャン
パスを中心に研究や講義が行われています。研究室の
テーマは分子・細胞レベルから個体・生態系レベルまで
多岐にわたります。専門性の高い講義や実習を通してさ
まざまな分野の魅力を感じ取る事ができ、自分が最も
興味のある分野を見極めることができるはずです。
　生物に対する関心を原動力にして、生物やそれを
取り巻く環境について理解を深め、生命現象の解
明に取り組むことはとても魅力的だと思います。

　浅虫海洋生物学研究センターでは2・3年次を対象に海産（無脊椎）動物を材
料にした海洋生物学実習を行います。海の中は生物の宝庫です。生命は海から
誕生し、今でも地球上に生息する多くの動物種が海に生息しています。動物たち
がどのように相互に関連しながら生活し繁殖しているのか、生物の持つ多様性に
着目して検討します。またウニやヒトデを中心にした海産無脊椎動物は、マウス
などの哺乳類が用いられる以前から発生学の研究材料として用いられています。
受精や形態形成に関係する構造や機能、それに関わる遺伝子には共通性があり
ます。そこで卵や幼生の取り扱いが容易なこれらを用いて受精や形態形成を考
えることで、発生学の基礎実験を行います。

　生物学科のカリキュラムは図のように組まれています。3年次までは生物学に関する広い視野を身につける段階です。講義を通して生物学全般にわたる
知識を、実習を通してさまざまな方法論を学びます。実習には、実験室で行われるものの他に、植物園や八甲田山分園、浅虫海洋生物学研究センターで行
う野外実習があり、生物の生きざまに直に触れることを重視しています。これらの基礎の上に立って、4年次では、一人一人が自分の研究テーマに取り組む
課題研究が行われます。課題研究は（浅虫海洋生物学研究センターや植物園を含む）特定の研究室に1年を通して在籍する中で進められ、最先端の生物
学研究に触れながら、自らも参加して専門的な研究能力を修得します。このほか、毎年学外から専門家を招いて開講される、最新の研究トピックを中心に
した特選科目があり、3・4年次に履修できます。

先 輩 か ら の メ ッ セ ー ジ m e s s a g e

基幹科目（人間論、社会論、自然論）

組織工学
分子細胞生理学 分子生体機能論 加齢生物学概論
植物生理学 植物環境生理学

分子細胞生物学 発生生物学発生生物学
脳・神経システム学分子遺伝学遺伝学

植物生態学植物形態学 植物系統進化学植物進化生態学
動物行動学動物生態学

海洋生物学及び実習

神経行動学
発生生物学実習生物進化学 分子生物学実習
生態学実習細胞生理学生物学へのアプローチ 植物生理学実習 課題研究
進化学実習細胞生物学

生物学演習 植物分子生理学実習群集生態学
動物生態学実習 動物生理学実習環境生物学
植物生態学実習 分子発生生物学実習微生物学
進化学野外実習
海洋生物学及び実習

情報理学
科学英語

情報理学入門
科学史

分子遺伝学実習古植生学実習

細胞生物学実習

生態・進化生物学／分子・細胞生物学特選科目

必修科目 選択必修科目 選択科目

展開科目（人文科学、社会科学、総合科学、自然科学）
共通科目（外国語、情報科学、保健体育）

共通科目（基礎ゼミ）

今野 晋太郎 さん
宮城県仙台第二高等学校出身 平成20年入学

　生物学科では、細胞・分子・生態・進化などについての色々な授
業や実習が行われており、みなさんの知的好奇心を満たしてく
れると思います。それまで関心のなかった分野のなかにも、興味
をそそる内容がたくさんあります。実際、自分の関心も、発生生

物学→分子遺伝学→タンパク質→神経行動学→進化
学→脳科学→生態学…と変化を続けてきました。
浅虫や八甲田で野外実習がありますが、生き物に触
れ学べることはもちろん、それ以上に、友達との仲
が深まることも良いところです。生き物の不思議
に思いを馳せることは、面白く、とても魅力的です。

生物学という学問
　わたしたちヒトは、何千万種類もいると考えられている地球上の生物
のひとつです。すべての生物は誕生し、活動し、そして死んでいきます。生
物学はこのような生物が営むあらゆる活動に目を向け、その成り立ちを
理解しようとする学問です。もちろん生物は個々に独立に生きているの
ではなく、すべての生物は直接的あるいは間接的にお互いに影響し合い
ながら生きています。ですから、生物学が理解しようとする生物の営みは、
個々の生物についてだけでなく生物間の相互作用も、そして生物と非生物の間の関係も含んでいます。
わたしたち生物に“なぜ？”をつけたら、もうそれが生物学の対象なのです。生物学とは、世の中の生物に
関する全ての“なぜ？”に対して、論理的な整合性に裏付けられた知識体系を導く学問です。
　一方で、生物学はたいへん役に立つ学問でもあります。中世の錬金術とは違って、現代の医療技術は
きちんとした論理的知識体系の発展によって向上していくものです。この知識と論理の基盤を生み出し
ているのが、生物学です。ヒトの細胞の動き、それを支える遺伝子の機能、これらの上に成り立つ組織の
構築、これらを正しく理解していなければ適確な医療は成立しません。あるいは環境問題への取り組み
も同様です。自然環境破壊に対する対応が人類全体の抱える問題となっていますが、そもそも理解でき
ない事柄を解決することはできません。まず、環境とは何か、環境が生物に与える影響とは何か、そして
環境の変化と生物界の変化にはどのような相関があるか、この理解の上に適切な取り組みができるので
す。生物学は、このような問題に対しても常に最先端の論理的な知識を提出し続けています。

生物学科
　東北大学理学部生物学科は1922年の設立当初から様々な階層の
研究分野（分子、細胞、個体、集団）を統合した生物科学を目指すことを
理念とし、バランスのとれた研究と教育を行ってきました。現在の研究
分野も、生理学・遺伝学・分子生物学・細胞生物学・発生学・脳生理学・行
動学・免疫学・生態学・系統学・進化学などの多数の分野にわたり、それ
ぞれが相互に連関しながらさまざまな生命現象を対象に研究が進め
られています。またこれらの研究教育活動は、植物園（青葉山）、八甲田山分園、浅虫海洋生物学研究セ
ンターと一体となって進められています。このように生物学科の特色のひとつは、その研究教育内容の
多彩さにあり、その研究分野の範囲は日本の大学の中でも有数の広さです。

卒業後の進路
　学科は2001年に新設された大学院生命科学研究科に直結しており、生物学科の卒業生の約8割は
大学院生命科学研究科に進学し、より深く最先端の生物学の研究を行っています。大学院修了後には、
大学、公立研究機関あるいは民間企業で研究職に就く、いわゆる研究者になる人が多くいます。生涯に
わたって研究を続ける“生物学研究のプロ”を育てる研究教育体制が整っていることが、生物学科の最大
の特徴です。

生物学という学問
　わたしたちヒトは、何千万種類もいると考えられている地球上の生物
のひとつです。すべての生物は誕生し、活動し、そして死んでいきます。生
物学はこのような生物が営むあらゆる活動に目を向け、その成り立ちを
理解しようとする学問です。もちろん生物は個々に独立に生きているの
ではなく、すべての生物は直接的あるいは間接的にお互いに影響し合い
ながら生きています。ですから、生物学が理解しようとする生物の営みは、
個々の生物についてだけでなく生物間の相互作用も、そして生物と非生物の間の関係も含んでいます。
わたしたち生物に“なぜ？”をつけたら、もうそれが生物学の対象なのです。生物学とは、世の中の生物に
関する全ての“なぜ？”に対して、論理的な整合性に裏付けられた知識体系を導く学問です。
　一方で、生物学はたいへん役に立つ学問でもあります。中世の錬金術とは違って、現代の医療技術は
きちんとした論理的知識体系の発展によって向上していくものです。この知識と論理の基盤を生み出し
ているのが、生物学です。ヒトの細胞の動き、それを支える遺伝子の機能、これらの上に成り立つ組織の
構築、これらを正しく理解していなければ適確な医療は成立しません。あるいは環境問題への取り組み
も同様です。自然環境破壊に対する対応が人類全体の抱える問題となっていますが、そもそも理解でき
ない事柄を解決することはできません。まず、環境とは何か、環境が生物に与える影響とは何か、そして
環境の変化と生物界の変化にはどのような相関があるか、この理解の上に適切な取り組みができるので
す。生物学は、このような問題に対しても常に最先端の論理的な知識を提出し続けています。

生物学科
　東北大学理学部生物学科は1922年の設立当初から様々な階層の
研究分野（分子、細胞、個体、集団）を統合した生物科学を目指すことを
理念とし、バランスのとれた研究と教育を行ってきました。現在の研究
分野も、生理学・遺伝学・分子生物学・細胞生物学・発生学・脳生理学・行
動学・免疫学・生態学・系統学・進化学などの多数の分野にわたり、それ
ぞれが相互に連関しながらさまざまな生命現象を対象に研究が進め
られています。またこれらの研究教育活動は、植物園（青葉山）、八甲田山分園、浅虫海洋生物学研究セ
ンターと一体となって進められています。このように生物学科の特色のひとつは、その研究教育内容の
多彩さにあり、その研究分野の範囲は日本の大学の中でも有数の広さです。

卒業後の進路
　学科は2001年に新設された大学院生命科学研究科に直結しており、生物学科の卒業生の約8割は
大学院生命科学研究科に進学し、より深く最先端の生物学の研究を行っています。大学院修了後には、
大学、公立研究機関あるいは民間企業で研究職に就く、いわゆる研究者になる人が多くいます。生涯に
わたって研究を続ける“生物学研究のプロ”を育てる研究教育体制が整っていることが、生物学科の最大
の特徴です。

　器官形成分野では、脊椎動物の四肢の発生と再生の研究を行っ
ています。この中で、恐竜と鳥類の関係を解き明かす“鳥類の翼の
指の番号”についての研究成果が発表されました。鳥類が恐竜の一
部から進化したことはさまざまな証拠から広く支持されていますが、
恐竜の前足の3本の指は第1－2－3指であるのに鳥類のそれは第
2－3－4指である、というパラドクスが問題点として指摘されてき
ました。器官形成分野のメンバーは、分子発生学的解析から鳥類の
翼の3本の指が第1－2－3指として形成されていることを示し、始祖鳥の発見以来150年に及ぶこの問題を解決しました。
分子から個体、進化までに及ぶ、生物学科における研究の特色がよく表れた成果です。

W h a t' s
H O T !! 恐竜の前足の指と鳥類の翼の指は同じもの

海洋生物学実習

♂ ♀
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■巨大分子解析研究センター
巨大分子研究は、現在、化学の中の重要な研究テーマです。巨大分子の解析・構築・機能発現に関する研究のため、最先端の測定機器（元素分
析、質量分析、核磁気共鳴、Ｘ線回折、原子吸光）を設置して、複雑な巨大分子の研究を行っています。また、様々な分子構築技術を駆使し、有用
天然生理活性物質や機能性材料の合成についても研究を行っています。 

お問い合わせ：解析研究部門／Tel: 022-795-6752　Fax: 022-795-6752　　実験研究部門／Tel: 022-795-3898　Fax: 022-795-3899
　　　　　　　URL: http://www.kiki.chem.tohoku.ac.jp

■大気海洋変動観測研究センター
わが国における唯一の大気海洋変動現象に関する観測研究拠点として、人
間活動や自然的要因による気候や海洋環境の変化を明らかにするために、
温室効果気体や雲、エアロゾル、海面水温、海流などの変動特性とその支配
機構について、広域観測、データ解析、モデルによる数値実験などを基にし
た幅広い研究を教員と大学院生・学部学生が一体となって行っています。

お問い合わせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
Tel: 022-795-5793　Fax: 022-795-5797
URL: http://caos-a.geophys.tohoku.ac.jp

■地震・噴火予知研究観測センター
構造、震源分布等を高精度で推定し、さらに室内実験や数値実験等の基
礎研究も実施しています。これらの研究結果から、地震発生や火山噴火
に至る過程をモデル化し、さらに観測・解析手法を高度化して、得られた
高精度のデータをモデルと比較することにより、地震予知・火山噴火予
知の実現を目指しています。

お問い合わせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
Tel: 022-225-1950　Fax: 022-264-3292
URL: http://www.aob.gp.tohoku.ac.jp

■東北大学ニュートリノ科学研究センター
液体シンチレータ反ニュートリノ観測施設「カムランド」（岐阜県飛騨市）
を利用したニュートリノ研究を行っています。これまでに、素粒子物理
学の「標準理論」を越えるニュートリノ固有の性質の究明や、地球の形成・
進化の理解をもたらす地球反ニュートリノの観測を行ってきました。現
在は、宇宙における物質優勢の謎や軽いニュートリノ質量の謎の究明を
目的として、カムランドの極低放射能環境を活かしたニュートリノを伴
わない二重ベータ崩壊探索のための準備を進めています。

お問い合わせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
Tel: 022-795-6727　Fax: 022-795-6728
URL: http://www.awa.tohoku.ac.jp/rcns/

■理学部自然史標本館
長年の研究教育活動により蓄積されてきた化石や岩石、鉱物、そして地形
図などの標本類が60万点以上収蔵されており、貴重な学術資源として利
用されています。展示室では「地球生命の進化、変動する地球、地表の姿
をみる」のテーマで常設展を行っています。

展示室利用案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
開　館：火曜日～日曜日　10：00～16：00
休　館：月曜日（月曜日が祝日の時は開館、翌平日休館）、年末年始
入館料：大人150円、小中学生80円

お問い合わせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
〒980-8578　仙台市青葉区荒巻字青葉6番3号
Tel: 022-795-6767　Fax: 022-795-6767
URL: http://www.museum.tohoku.ac.jp/

■惑星プラズマ・大気研究センター
惑星のプラズマと大気を地上から光と電波によって遠隔観測し、惑星圏の
宇宙現象と惑星環境変動を解明するとともに、地球を太陽系の一つの惑
星としてとらえ、惑星の視点で地球の宇宙環境を解明していく研究を行っ
ています。これらの観測研究は、附属飯館観測所をはじめとする宮城・福
島両県にまたがる５点の観測所を拠点に、さらにハワイ・ハレアカラ山頂で
の光学観測も行いながら、関連講座との協力のもとに行われています。 

お問い合わせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
Tel: 022-795-6367　Fax: 022-795-6406
URL: http://pparc.geophys.tohoku.ac.jp

■東北大学電子光理学研究センター
電子ライナックと電子シンクロトロン（写真）の二つの加速器により作られ
る高エネルギー電子線を大学内外の共同利用研究者に提供し、原子核内
のクォークから物質中の原子核に至るまでの広い範囲にわたる「物質の構
造と性質」の研究を推進しています。また、最先端の加速器科学研究がす
すめられ、世界に類のない電子リングと超高輝度光源の開発研究が進展し
ています。

お問い合わせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
Tel: 022-743-3400　Fax: 022-743-3401
URL: http://www.lns.tohoku.ac.jp理学部・理学研究科附属施設

関連する研究施設



東北大学理学部では、
すべての学生が
充実した学生生活を送れるよう、
ハード・ソフト両面で
サポートする体制を整えています。
　学生生活の主な舞台は、1・2年次が川内北キャンパス、

3・4年次には青葉山キャンパスとなります。各キャンパ

スには日用品からチケットの販売までさまざまなニーズ

に対応してくれる売店や窓口、カフェテリア、銀行の

ATMコーナーなども整っています。仙台市内には7つの

寄宿舎があり約1,000名が寮生活を送っています。また、

キャンパスの周囲には手つかずの自然が残され、「杜の

都」の名にふさわしいたたずまいです。北に泉ヶ岳、西に

蔵王の峰々、そして遠く東に太平洋と、街の一角にあり

ながら景観も豊かで、近隣には宮城県美術館や仙台市

博物館などの文化施設も充実しています。 

　学友会には、約70のサークルがあり、多くの学生が課

外活動を通じて学生生活をエンジョイしています。また、

学習の不安や疑問を解消するためのオリエンテーション

ガイダンスやクラス担任制をはじめ、「なんでも相談」・

「学習支援」などを行うキャンパスライフ支援室

（OASIS）、交流イベントを数多く主催する自修会など、

そのシステムと活動はさまざまです。学生・大学院生全

員が「学生教育研究災害傷害保険」に加入しています。 

　ひたむきに学業に励みながら、プライベートをも満ち

足りたものにする。そんな環境で心豊かなキャンパスラ

イフを送りましょう。 

学 生 生 活

20  Faculty of Science, Tohoku University Faculty of Science, Tohoku University  21

オ ア シ ス

F a c u l t y  o f  S c i e n c e ,  T o h o k u  U n i v e r s i t y

オリエンテーション・ガイダンス

　オリエンテーションはカリキュラムの説明や時間割の組み方、

充実した学生生活を送る上での注意点などを各学科の教員・在

学生が二日間かけて説明します。例年、岩手山青少年交流の家

で一泊二日で行われます。

　また、各学科ごとのガイダンスを適宜行っています。

クラス担任

　学部では、必要に応じて修学上の援助ができるように、また、

身近な相談相手としてクラス担任を置いています。

　1年次のクラス担任はクラス別、2年次後半以降のクラス担任

は学科コース別となります。

安全・保険

　パンフレット「安全の手引き」を作成して全学生に配布し、「学

生教育研究災害傷害保険」への加入を義務づけています。また、

理学部教授会では独自に施設賠償責任保険に加入しています。

キャンパスライフ支援室（OASIS）

　学部学生・大学院生・教職員が、快適な教育・研究・事務活動

を行えるように、平成16年10月に誕生しました。インテーカー

（相談員）による「なんでも相談」、大学院生チューターによる

「学習支援」、学生や教職員のための講演会などを行っています。

―なんでも相談―

履修方法がわからず不安 ／ 将来の進路について迷っている

一人暮らしに戸惑うばかり ／ 悪徳商法にひっかかってしまった

友人や教員との人間関係が不安 ／ 勉強する気になれない

なんだかやる気がでない・・・など

●開室日時：月曜日～金曜日（祝祭日除く）10：15～17：00

自修会　　　　　

　理学部には、学部学生、大学院生、教職員のす

べてが会員となり、その相互親睦を図り、学生生

活全般の向上を目的として組織されている自修

会があります。各種スポーツ大会、音楽コンサー

トや講演会などを主催しています。

同窓会

　理学研究科・理学部には、数学、物理学・天文学・地球物理学

（三教室合同）、化学、岩石鉱床鉱物学、地質学、地理学、生物

学の「教室」単位の七つの同窓会と理学部同窓会があります。

課外活動

　学業の他に、文化・体育などに関する自発的な活動を行う全

学的な組織として学友会があります。学友会は、本学の教職員・

学生の全員で組織され、会員の会費により、その運営（大学祭、

新入生歓迎会、海上運動会、サークル活動等の援助）が行われ

ています。文化や体育活動を目的とする約70のサークルがあり

ます。

寄宿舎（学寮、ユニバーシティ・ハウス）

　学寮は、仙台市内の3地区に6寮が設置されています。そのう

ち、新入学生が入寮できる寮は4寮（3寮は男子学生、1寮が女子

学生のための寮）あります。毎年2～3月に定期募集を行っていま

す。ユニバーシティ・ハウス三条は、国際化をけん引できる人材

の育成、８人を１ユニットとする居住構成、安心・安全・快適な

生活環境などを基本コンセプトとした教育的施設の学生寄宿

舎です。

　定員、在寮年限、寄宿料、募集要項の配布、応募締め切りなど

は寮によって異なりますので、詳しくはお問い合わせ下さい。

☆寄宿舎に関するお問い合わせ

教育・学生支援部学生支援課生活支援係
〒980-8576　仙台市青葉区川内41　
TEL：022-795-3943,3944
ユニバーシティ・ハウス：http://www.tohoku.ac.jp/japanese/

studentinfo/studentlife/05/studentlife0501/
学　寮：http://www.tohoku.ac.jp/japanese/studentinfo/

studentlife/05/studentlife0502/

写真：ビアガーデン（右）と
 ランチタイムコンサート（左）の様子。
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理学部入学者選抜方法

■入学者選抜
選抜の種類は、一般選抜入試（前期・後期）、アドミッションズ・オフィス入試（AO II期）、科学オリンピック特別入試、私費外国人特別入試、編入学があります。
＊数学・化学・生物系は入学した系が所属学科となります。物理・地球科学系の入学者は、入学後１年半までに本人の志望及び入学後の成績をもとに所属学科を決定することになります。

■日本学生支援機構等による奨学金
学業成績及び家計状況などの書類審査を経て候補者が推薦されたのち、奨学生としての採用が決まります。

日本学生支援機構による奨学金の他に、都道府県等の地方公共団体、民間事業団体、個人の奨学財団等による奨学生の募集があります。学科
等の推薦を受けて申し込み、採用の場合は貸与を受けることができます。（本人が申請する場合もあります。）

■入学料免除・徴収猶予
入学料は、入学時に納付することになりますが、次のいずれかに該当し、納付することが著しく困難であると認められる場合には、選考により免
除（全額又は半額）されることがあります。また、期限までに納付することが困難な場合には、徴収猶予の制度もあります。

■授業料免除・徴収猶予・分納
授業料は、4月と10月に分けて納付することになりますが、経済的理由により納付することが困難であり学業成績が優秀な者は、選考により
免除（全額又は半額）されることがあります。また、期限までに納付することが困難な場合には、徴収猶予・月割分納の制度もあります。

■諸費用
学部・大学院の諸費用は
右のとおりです。

■ＡＯ入試 II期（科学オリンピック特別入試を含む）について
理学の各専門分野への強い好奇心、豊かな感性と鋭い直感力、柔軟かつ論理的な思考能力を持った人材を選抜します。
出願基準：志望する系における学問に深い関心を持ち、それを学んでさらにその研究を推進する意欲と能力があり学校長から高い評価を得て
いる者。（志望者評価書は、高等学校長を通じて提出してもらいます。）

■編入学（高等専門学校）
高等専門学校の卒業生を対象とした編入学制度です。自然科学を深く学びたいという強い意欲を持つ方を、学科ごとに募集します。なお、編入
学年次は、学科により異なります。
編入学年次：2年次（数学科、生物学科）　3年次（物理学科、宇宙地球物理学科、化学科、地圏環境科学科、地球惑星物質科学科）

●学部入学試験に関するお問い合わせ
　〒980-8576　仙台市青葉区川内28　東北大学　入試センター　TEL：022-795-4802　FAX：022-795-4805
●編入学に関するお問い合わせ
　〒980-8578　仙台市青葉区荒巻字青葉6-3　東北大学大学院理学研究科・理学部　総務課　学部教務係
　sci-kyom@bureau.tohoku.ac.jp
●最新の情報はホームページに随時掲載されます。
　東北大学入試情報 http://www.tohoku.ac.jp/japanese/exam/exam/
　理学部入試情報 http://www.sci.tohoku.ac.jp/juken/　

平成23年度　一般選抜実施教科、配点、時間

平成23年度　入学者の出身地分布（人）

入学者の分布（人）学部入試タイムテーブル

平成23年度　理学部入学者選抜状況（人）

諸費用

23年度
17
11
9

23
8

11
15
77
13
19
16
13
15
29
16

121
18

6
5
2
2

11
2

15
5

66
1
0
4
1
4
1
0

11
1
1
4
3
1

10
2
0
5
0
7
4
1
3
0
1
2
1

12
0
6

327

22年度
11
11
18
25
13
22
18

107
18
15
12
22
10
20

9
106

11
6
5
1
9

10
4
8

11
65

3
0
1
4
6
0
0

14
1
1
2
5
1

10
0
0
2
0
2
3
0
4
0
1
1
4

13
2
7

337

北海道
 東北 青森
  岩手
  宮城
  秋田
  山形
  福島
  小計
 関東 茨城
  栃木
  群馬
  埼玉
  千葉
  東京
  神奈川
   小計
 中部 新潟
  富山
  石川
  福井
  山梨
  長野
  岐阜
  静岡
  愛知
  小計
 近畿 三重
  滋賀
  京都
  大阪
  兵庫
  奈良
  和歌山
  小計
 中国 鳥取
  島根
  岡山
  広島
  山口
  小計
 四国 徳島
  香川
  愛媛
  高知
  小計
 九州 福岡
  佐賀
  長崎
  熊本
  大分
  宮崎
  鹿児島
  小計
 沖縄 
 大検・その他 
 合計 

日本学生支援機構による奨学金 奨学生採用状況 平成23年1月現在（人）

北海道17

大検・その他6

東北77

関東121

中部66

近畿11

中国10

四国7

九州12

沖縄0

 学部 博士前期2年 博士後期3年   

 1年 2年 3年 4年 計 1年 2年 計 1年 2年 3年 計
  一種 50 67 58 55 230 87 118 205 30 18 22 70
  二種 66 82 75 78 301 51 33 84 0 0 1 1
その他（民間・財団等） 4 7 9 7 27 3 6 9 0 1 1 2
 計  120 156 142 140 558 141 157 298 30 19 24 73

 授業料免除 入学料免除
 前期分 後期分 大学院
  学部 大学院 計 学部 大学院 計  前期2年 後期3年  
出願者数 130 129 259 121 125 246 0 44 7 51
全額免除者数 49 45 94 55 38 93 0 17 0 17
半額免除者数 36 40 76 24 48 72 0 0 0 0
不許可者数 45 44 89 42 39 81 0 27 7 34

賞の名称  対象学生 平成22年度表彰人数
青葉理学振興会奨励賞  理学部3年生 10
青葉理学振興会賞  大学院学生 6
青葉理学振興会黒田チカ賞  大学院（博士・女子） 3

青森県　山形県　新潟県　石川県
岐阜県　山口県　福岡県　八戸市
福島市　新潟市　長崎市など。

奨学生募集地方公共団体（平成22年度）

授業料・入学料免除状況（平成22年度）（人）

褒賞制度（人）

伊藤謝恩育英財団、岩井久雄記念宮城奨学育英基金、小原白梅育英基金、亀井記念財団、北澤育英
会、日揮・実吉奨学会、竹中育英会、帝人久村奨学会、電通育英会、日本証券奨学財団、三菱UFJ信託
奨学財団、吉田育英会、野村学芸財団、味の素奨学会、あしなが育英会、庄慶会、中董奨学会、東ソー奨
学会、森安大学院奨学基金、新日鐵化学鴻池奨学財団、アイザワ記念育英財団など。

奨学生募集民間財団等（平成22年度）

① 学資負担者が入学前1年以内に死亡した場合　　　　② 本人又は学資負担者が風水害等で被災した場合
③ ①②に準ずる場合であって、相当と認められる理由がある場合

※学部学生及び大学院学生の授業料は、年額です。
※科目等履修生及び特別聴講学生の授業料は、1単位に
相当する授業についての額です。

※特別研究学生の授業料は、月額です。

学部 計

■褒賞制度
理学研究科・理学部には青葉理学振興財団があり、大学院
および学部学生で学業成績の優秀な学生を次のような賞
で表彰しています。

修学費と奨学制度

（一種の場合）

日本学生
支援機構

学　年
種　別

一般選抜
特別選抜（私費外国人留学生特別入試）

ＡＯ入試（II期）

科学オリンピック特別入試
編入学（高等専門学校）

数学系
物理系
化学系
地球科学系
生物系
計

国語
地歴・公民
数学
理科
外国語

計

100点
50点

100点
100点
100点

450点

300点
150分
300点
150分
200点
100分
800点

数学

理科

外国語

計

国語
外国語

計

100点
200点

300点

400点
150分
400点
150分

800点

数学

理科

計

 （編）入学時期 募集要項の発表 出願書類受付 合格発表 備考

 前期日程   後期日程   AO入試  

 前期日程試験    後期日程試験   

 センター試験  第2次試験  センター試験  第2次試験 

 募集人員 志願者数 入学者数 募集人員 志願者数 入学者数 募集人員 志願者数 入学者数
 28 88(5) 28(2) 8 104 6 9 34 11
 86 279(3)(※1) 86(※1) 20 344 16 13 42 13
 50 1  19(2)(※1) 53(※1) 13 168 11 7 27 4
 30 58(1) 35  10 84 9 10 16 9
 28     78(2)(※1) 29(※1) 7 75 7 5 11 5
 222 622(13)(※3) 231(2)(※3) 58 775 49 44 130 42

 4月 11月下旬 1月末～2月上旬 3月上旬

 4月 8月下旬 1月下旬 2月下旬

 4月 8月下旬 10月下旬 12月上旬

 4月 8月下旬 10月下旬 12月上旬

 4月 6月 8月上旬 9月中旬

学部学生
大学院学生
研究生（学部・大学院）
科目等履修生
特別聴講学生
特別研究学生

検定料 入学料 授業料

 30,000円 282,000円 535,800円／年　

 30,000円 282,000円 535,800円／年　

 9,800円 84,600円 29,700円／月　

 9,800円 28,200円 14,800円／単位

 ̶　円 ̶　円 14,800円／単位

 ̶　円 ̶　円 29,700円／月　

 学部  

 自宅通学 自宅外通学

 45,000円 51,000円
    大学院

 博士前期2年 博士後期3年

 50,000円または 80,000円または
 88,000円 122,000円

系の選択：
第2志望まで※

系の選択：
第１志望のみ

高等専門学校卒業者又は
卒業見込者のみ

( )は私費外国人留学生で外数（定員外）、(※ )は国費外国人留学生で外数（定員外）

※ただし、後期入試の数学系は第1志望のみの募集
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●大学院入学試験に関するお問い合わせ
　東北大学大学院理学研究科・理学部　大学院教務係　〒980-8578　仙台市青葉区荒巻字青葉6番3号　
　TEL: 022-795-6351　E-mail: sci-in@bureau.tohoku.ac.jp

■海外派遣プログラム
　東北大学は近年特に学部生の海外派遣を推奨しており、期間や内容の異なる様々なプログラムを提供しています。

■世界につながる国際的キャンパス
　東北大学には約1,500名の外国人留学生と数多くの外国人研究員が在籍しています。外国人留学生サポートスタッフの募集、外国人留学生と
会話を楽しめるラウンジの設置、外国人留学生との交流を目的としたスキー合宿の開催等、学内にいながらにして国際交流ができる機会を様々な
形で提供するほか、国際交流サークル等の企画・運営による交流イベントも数多く開催されています。

■理学部生への海外留学・英語学習支援
●理学部・国際交流推進室（DIRECT）
海外留学・滞在経験のある専任の事務員が常駐し、海外派遣プログラム
の紹介や海外大学院への正規留学の相談受付等、国際交流に興味があ
る学生の支援を行っています。

●TOEFL－ITP無料受験
英語力向上に役立ててもらうため、理学学生を対象とした無料の
TOEFL-ITPを年1回実施しています。

●「科学英語」・「英語プレゼンテーション」　
論文作成や発表で使える実践的な英語を学ぶための授業を理学部で開
講しています。

■大学院への進学ルート
　大学院は高度な専門知識と幅広い素養を持つ人材を社会に送り出すとともに，次世代を担う若い研究者を養成する機関です。大学院へは
以下のような流れで進学することができます。

■大学院入試
　専攻ごとに募集します。選考内容、選考日程等は専攻ごとに異なります。

数学系 数学科 数学専攻

学部
1年 2年 1年 2年3年 1年 2年 3年4年

博士課程（前期2年）

物理学専攻

天文学専攻

地球物理学専攻

化学専攻

地学専攻

数学専攻

博士課程（後期3年）

物理学専攻

天文学専攻

地球物理学専攻

化学専攻

生命科学研究科 生命科学研究科

地学専攻

物理学科

宇宙地球物理学科

地圏環境科学科

地球惑星物質科学科

生物学科

化学科

物理系

化学系

地球科学系

生物系

課題研究 特別研究

専門科目・総合科目・関連科目 専門科目・関連科目

全学教育科目（基幹科目、展開科目、共通科目）

卒業研究（セミナー、課題研究）
専門教育科目

カリキュラム
概要

系

理学研究科入試情報　http://www.sci.tohoku.ac.jp/juken/

　国際交流センターでは、スタディー・アブロード・プ
ログラム等の運営のほか、どの学部・研究科の学生で
も利用できるサービス、イベント、施設等を提供して
います。

◎海外留学フェア（年１回）　
◎ミニ留学説明会（不定期開催） 
◎TOEFL対策集中英語講座（9月・3月）
◎海外留学カウンセリング
◎英語学習カウンセリング
◎留学情報コーナー（常設）　　　他多数

東北大学国際交流センター

海外機関主催ショートプログラム
数日～数週／主に6～8月頃
主にアジア・ヨーロッパの教育機関

　海外機関が各国の学生を招いて実施する最も短期間のプログラムで
す。ディスカッション、セミナー、フィールドトリップ、現地学生との交流、
語学研修等、内容、期間、時期はプログラムによって異なります。

スタディー・アブロード・プログラム
4週／9月及び3月
シドニー（オーストラリア）又はカリフォルニア（アメリカ）の協定校

　英語学習を中心に、ホームステイ、現地大学の授業聴講、文化交流
の機会を盛り込んだ東北大学生用の特別プログラムです。短期間なが
ら充実した内容が魅力です。

交換留学プログラム
1～2学期／主に夏頃から
30以上の国・地域の協定校（約170校）

　派遣先の協定校で現地学生と同様の学生生活を体験することができ
ます。留学中も在学しているのと同様に取り扱われ、取得した単位は東
北大学の単位へ互換することができます。約170 校の対象校から希望
校を選ぶことができ、留学中の自由度も高いプログラムです。

共同教育（ダブルディグリー）プログラム
1年半～2年／学部3年次又は大学院進学後
フランスと中国の提携機関　計7校

 　東北大学の修士号と提携先の修士レベルの学位の同時取得を目指
すプログラムです。提携先はいずれも国際的に評価の高い高等教育機
関で、現地学生と同様に履修・研究を行います。派遣先により修士課
程修了までの所要年数、派遣時期・期間等が異なります。

（平成23年4月現在）

国際交流 大学院

大学院入試タイムテーブル

一般選抜
自己推薦入学試験（地球物理学専攻・化学専攻・地学専攻）
一般選抜　外国人留学生特別選考　社会人特別選考

博士課程前期2年の課程

博士課程後期3年の課程

 （編）入学時期 募集要項の発表 出願書類受付 合格発表

数学専攻
物理学専攻
天文学専攻
地球物理学専攻
化学専攻
地学専攻
計

 本学 他大学 留学生 他  進学 編入学 留学生
 募集人員  募集人員入学者数 進学・

編入学者数
入学者数内訳

前期2年の課程 後期3年の課程

進学・編入学者数内訳

 38 42 35 7 0 0 18 16 13 2 1
 91 88 62 26 0 0 46 20 19 1 0
 9 11 8 3 0 0 4 2 2 0 0
 26 28 23 5 0 0 13 8 7 1 0
 66 68 55 10 1 2 33 17 8 5 4
 32 35 31 3 0 1 16 5 5 0 0
 262 272 214 54 1 3 130 68 54 9 5

平成23年度　理学研究科入学者選考状況（人）

 4月 6月 7月 9月

 4月 6月 7月 9月

 10月 6月 7月 9月

 4月 11月 1月 3月
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■学部卒業者・博士課程前期2年の課程修了者・博士課程後期3年の課程修了者の進路

■累計卒業者数・修了者数

学部卒業者 博士課程前期2年の課程修了者

博士課程後期3年の課程修了者

理学部卒業者数（人）（大正3年7月～平成23年3月）

大学院進学 282人

企業等
 17人

企業等 23人

教諭 6人

研究生・その他
14人

研究生・その他 24人

大学教員および　　
国公立機関の研究員

35人

 335人
卒業者合計

 66人
修了者合計

 大学院進学 企業等 教諭 研究生・その他 計

 282 23 6 24 335

主な就職先（学部卒業者、博士課程前期・後期の修了者　平成18～21年度）

 後期3年の課程進学 企業等 教諭 研究生・その他 計

 66 150 9 24 249

  企業等 研究生・その他 計

 35 17 14 66

 大学教員および
国公立機関の研究員

 120 1901  726 14,861 17,608

東北帝国大学

理科大学 理学部
東北大学理学部旧制 東北大学理学部新制 合計

大学院修了者数（人）（昭和30年3月～平成23年3月）

 804 2,746 254 835 2,337 904 613 8,493

 98 810 111 213 877 289 243 2,641

 数学  天文学 地球物理学  地学 生物学 計

前期2年

後期3年

物理学
物理二原子核

化学
 化学第二

（人）

（人）（人）

※生物学専攻は、平成13年4月生命科学研究科の設置に伴い廃止された。

官公庁（経済産業省、文部科学省、気象庁、警視庁、宮城県庁、山形県庁、
福島県庁など）
高等学校教員（岩手県教員、宮城県教員、山形県教員、福島県教員など）
国立大学教員（東北大学、山形大学）
民間企業（富士通、東芝、シャープ、キャノン、セイコーエプソン、ニコン、旭化成、
東レ、ブリヂストン、日本電気、三菱電機、日本ＩＢＭ、丸紅、旭硝子、ローム、
日本ゼオン、ＪＳＲ、日立製作所、東洋インキ製造、セブン・イレブンジャパン、
本田技研工業、トヨタ自動車、武田薬品工業、日本生命保険、七十七銀行、
三菱東京ＵＦＪ銀行、凸版印刷、ＮＥＣトーキン、三菱マテリアルなど）

主な研究機関（博士後期3年の課程修了者　平成18～21年度）
日本学術振興会特別研究員（東北大学、東京大学、名古屋大学、京都大学、
神戸大学、熊本大学など）
国立天文台、国立極地研究所、自然科学研究機構分子科学研究所、日本原子
力研究開発機構、宇宙航空研究開発機構、統計数理研究所、海洋研究開発機
構、防災科学研究所 など

企業等 150人

教諭 9人

研究生・その他 24人

後期3年の課程進学
66人

 249人
修了者合計

卒業・修了後の進路（平成22年度卒業・修了者） Q&A

募集要項はどこで手に入りますか？
　封筒に、郵便番号・住所・氏名を書き、返信用封筒（大きさは、Ａ4判の書類が入る角型2号。290円分の
切手をお貼りください。）を同封して、以下のあて先までお送りください。
封筒の表には「理学部募集要項請求」と朱書してください。 
あて先：〒980－8576　仙台市青葉区川内28　東北大学 教育・学生支援部 入試課 

1
Question

アパートは紹介してもらえますか？
　アパートを希望する学生には、貸主から大学に申込みのあった情報を閲覧により提供しています。
　情報は、学生支援課生活支援係で閲覧できます。なお、申込みは学生が直接貸主に行うこととなっており、
大学では仲介しておりません。 

2
Question

アルバイトをしたいときは？
　各種事情によりアルバイトをする必要がある場合、家庭教師や事務・軽労働などの情報を川内北キャン
パス管理棟１階「アルバイト情報掲示板」にて提供しています。 3

Question

どんなサークルがありますか？
　主に文化系と体育系の部やサークルがあります。各種大会を目指している部や、趣味の同じ学生が集まって
いる同好会的サークルなど活動はさまざまです。入会は自由です。新しくサークルをつくることもできます。 4

Question

見学したいのですが？
　毎年オープンキャンパスが開催されています。2011年は7月28日、29日に行われます。在学生と接し
たり、様々な研究内容に楽しく触れることができる機会です。是非お越し下さい。 
また、理学部自然史標本館はいつでもご覧いただけます。（開館時間などはP19参照） 
交通・アクセスはP31 

5
Question

映画部、奇術部、交響楽部、化学部、ヨット部、乗馬部、フェンシング部、ラクロス部、少林寺拳法部、
レーシングカート部、アメリカンフットボール部、邦楽部、スキー部、ヨット部、硬式野球部 など

☆募集要項に関するお問い合わせ 東北大学教育・学生支援部 入試課 一般入試 電話：022－795－4800 
  A O入試 電話：022－795－4802 

☆東北大学生協でもアパート情報を提供しています。　http://www.coop.org.tohoku.ac.jp/living/

☆東北大学アルバイト紹介システム　https://www.aines.net/tohoku/

オープンキャンパス　http://www.sci.tohoku.ac.jp/open_campus/
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川内サークル会館

１年次、２年次の大半を過ごす川内キャンパス。

全学生のための基礎教育が行われ、学生生活をサポートする施設も充実しています。

また、課外活動（サークル活動）の中心地でもあります。

北青葉山憩い公園
屋外の憩いの場。気分転換に最適。

専門教育の行われる北青葉山キャンパス。

2年次の後半から3・4年次、大学院のメインキャンパスです。

敷地内には多くの研究施設が設置され、

最先端の魅力あふれる研究が行われています。

至 工学研究科・工学部
至 宮城教育大学

北
青
葉
山
キ
ャ
ン
パ
ス

川
内
キ
ャ
ン
パ
ス

1

1

4

4

4

5

2

3

2

3

東北大学
極低温科学センター分室

希土類化合物
結晶育成室

薬学研究科

文学研究科

教育学研究科

経済学研究科

法学研究科
文学研究科

東北大学
入試センター前

文科系講議棟

サッカー・ラグビー場

川内体育館

川内サブ
アリーナ棟

サークル
部室

プール

至 仙台駅

至 天守台

野球場

テニスコート

植物園

植物園

実験棟

生物学生
実験室

サイクロトロン・
ラジオアイソトープ

センター

RIセンター

環
境
制
御
棟

N
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厚生施設“グリーンホール”
食堂、購買書籍店、レストラン“AOSIS（あおしす）”のほかに理髪店
があります。食堂では栄養バランスを考えた昼食・夕食を摂ることが
できます。購買書籍店では食品や文具・書籍などの購入だけでなく、
自動車学校や各種資格講
座が割引価格で申し込める
など、キャンパスライフの総
合的なサポートが受けられ
ます。理髪店は都合に合わ
せて予約ができます。

図書館（北青葉山分館）
理・薬学分野を専門とする図書館です。35万冊を超える蔵書の他、
自然科学系の多くの学術雑誌が配架されています。

理学総合棟3F
キャンパスライフ支援室
インテーカー（相談員）が生活
や学習などの相談を受け付け
ます。必要に応じて他の窓口や
サービス・専門機関を紹介する
こともできます。学習室、談話
室も利用できます。

図書館（本館）
川内地区のほぼ中央に位置する図書館本館は、約244万冊の蔵書
を誇ります。開架閲覧室には、学習参考書、教養図書など約18万冊
および新刊雑誌が配架され、室内で自由に閲覧できます。

屋外運動施設
通常は体育授業に使用されており、課外活動にも使用することがで
きます。運動場や体育館のほか、水泳プールやテニスコートなどが
あります。

マルチメディア教育研究棟
パソコンを使って情報処理や語学の授業が行われます。入学すると
IDが発行され、自由にパソコンを使うことができます。

保健管理センター
健康の増進を目的とする保健管理センターが設置
されており、平日健康相談や診療を受けることができ
ます。青葉山地区では工学部に保健室を設置し、火曜日の
午後診療を受けることができます。

学生相談所
学生生活の様々な悩みについて、
臨床心理士の専門カウンセラーが
相談・助言を行っています。相談内
容についての秘密はかたく守られ
るので、安心して利用できます。

ハラスメント全学学生相談窓口
ハラスメントに関する相談に応じています。プライバシーは必ず守られ
ます。

川内北キャンパス厚生会館
食堂、売店、理髪店、プレイガイドセンターなどのある厚生会館と、第二食堂
が設置されています。食事、日用品等を市価より格安で提供しています。ま
た、下宿やアパートの紹介も行っています。

理学部自然史標本館前

至情報科学研究科前

東北大
川内キャンパス

川内郵便局前
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図書館（本館）
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東北の鼓動の中心、仙台
豊かな環境で充実した日々を。

　東北大学大学院理学研究科・理学部のあるキャンパスは、にぎわいをみせる

仙台市中心部から西へ約3km、杜の都を象徴する青葉山の一角にあります。

1～3セメスター（1年次と2年次の前半）に講義を受ける川内北キャンパスは、

仙台駅からバスで約20分。付近には宮城県美術館や仙台市博物館といった

文化施設が点在するほか、「21世紀に残したい日本の自然100選」や「名水

百選」にも選ばれた清流、広瀬川が身近に。青葉山の緑とあわせ手つかずの

自然を残す環境が研究生活の舞台となります。 

　仙台市は、伊達政宗の時代から江戸以北最大の城下町として発展を続け、

今では100万人が暮らす東北の中枢都市として、学術や芸術、ビジネス、政治

など、さまざまなシーンで中心的役割を担っています。東京から最短1時間36分

で移動できる新幹線に加え、2007年3月に東北のゲートウェイ仙台空港と

仙台市中心部を最短約17分で結ぶ仙台空港アクセス鉄道が開通したことで、

空路と陸路どちらを利用してもアクセス軽快なものとなりました。

　また、百年以上も昔から仙台は「学都」と呼ばれ、今でも多くの学生、留学生が

ともに学び、研究を重ねることで高度な研究機関が集積されています。さらに

「楽都」という呼称もあり、世界中から優れた才能を発掘する「仙台国際音楽

コンクール」が開催されるなど、さかんな国際交流も特徴のひとつです。 

　プライベートな時間の使い方の幅も拡げるのが仙台です。日本三景のひとつ

松島や「お釜」で有名な蔵王など、周辺には多くの観光地があります。また、

海外からの観光客も多い夏の「仙台七夕」、爽やかなジャズの音色が響く秋の

「定禅寺ストリートジャズフェスティバル」、ケヤキ並木が美しい光のトンネル

と化す冬の「SENDAI光のページェント」など、四季折々に多彩なお祭が

開かれ、キャンパスだけでは得難い感動や発見があります。 

都市環境、自然環境、文化環境が調和し、 

東北最大の都市として鼓動が高まる都市、仙台。 

日本の原風景とも呼べる美しい景観を残しながらも 

近代の生活にふさわしい機能と利便性を持つこの都市に、 

実りの多い研究生活が待っていることでしょう。 
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①伊達政宗騎馬像（青葉城址）
②仙台七夕まつり
③仙台青葉まつり
④定禅寺ストリートジャズフェスティバル
⑤SENDAI光のページェント
⑥中央通クリスロード
⑦泉ケ岳スプリングバレースキー場
⑧深沼海水浴場
⑨日本三景 松島
⑩青葉山から見た仙台市街
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新幹線中央口
（3F）

駅交番（2F）

アエル

●仙台駅西口バスプール

交通アクセス
東北大学大学院理学研究科・理学部
所在地：宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉6番3号

路線バス
●仙台駅西口バスプール9番のりばより仙台市営バス
　「動物公園循環（青葉通・理・工学部・仙台城跡南経由）」にて20分、
　「理学部自然史標本館前」バス停下車すぐ。
●仙台駅西口バスプール9番のりばより仙台市営バス
　「宮教大行（青葉通・工学部経由）」「宮教大・青葉台行（青葉通・工学
部経由）」「宮教大・成田山行（青葉通・工学部経由）」にて20分、
　「情報科学研究科前」バス停下車、徒歩5分。

タクシー
●仙台駅から約15分

JR仙台駅からのアクセス

●仙台市中心部

リッチモンド
ホテル

プレミア
仙台駅前

エスパルⅡ

パルコ

国見

北山

東北福祉大前

北仙台
北仙台

雨宮キャンパス
東北大学国際交流会館

星陵キャンパス 北四番丁

広瀬川
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線

勾当台公園

広瀬通広瀬通

定禅寺通

仙台

JR仙台駅

仙台

榴ヶ岡西口バスプール

仙台市博物館

宮城県美術館東北大学
大学院理学研究科・理学部

青葉山キャンパス

仙台城址
（青葉城址）

瑞鳳殿

八木山動物園

片平キャンパス

五橋

愛宕橋

至 富沢 至 東京

至 石巻

至 青森

宮城野原

陸前原町

JR東北本線

JR東北新幹線

JR仙
石線

JR仙山線

東照宮

至泉中央

至 山形

川内キャンパス
仙台国際センター

あおば通

青葉通

仙台市

仙台市中心部

宮城県

東北

写真提供：仙台市観光交流課、宮城県産業経済部観光課




